
p. 1

《
資
料
紹
介
》

『
山
陽
詩
鈔
』
後
藤
松
陰
手
澤
本
に
つ
い
て

中
嶋
康
博

江
戸
時
代
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
る
、
頼
山
陽(1

7
8
0
-
1
8
3
2
)

の
詩
集
『
山
陽
詩

鈔
』
。

こ
の
た
び
、
そ
の
出
版
・
校
正
を
一
任
さ
れ
た
弟
子
の
後
藤
松
陰(1

7
9
7
-
1
8
6
4
)

名
は
機
、
字
は
世
張
、
美
濃
安
八
郡
の
人)

に
よ
る
書
き
入
れ
本
が
発
見
さ
れ
、

そ
の
書
き
入
れ
を
元
に
板
木
の
修
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

よ
っ
て
修
正
後
の
版
本
と
の
異
同
を
、
書
き
入
れ
ら
れ
た
部
分
に
就
い
て
掲
げ
、

そ
こ
か
ら
窺
わ
れ
る
こ
と
も
一
緒
に
記
し
、
頼
山
陽
研
究
の
た
め
の
書
誌
資
料
と

し
て
供
す
る
こ
と
と
し
た
。
※0

1
 

★

『
山
陽
詩
鈔
』
は
現
在
、
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
さ
れ
る

版
本
の
う
ち
、「
天
保
三
年
」
と
い
う
一
番
古
い
刊
記
を
持
つ
四
冊(
八
巻)

本
が
確

認
さ
れ
、
う
ち
国
文
学
研
究
資
料
館
、
岐
阜
大
学
図
書
館
に
所
蔵
す
る
も
の
は
、

画
像
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
※0

2
 

こ
れ
を
岐
阜
大
学
図
書
館
に
て
実
見
し
た
と
こ
ろ
、
見
返
し
に
は「
天
保
癸
巳

(

四
年)

新
鐫

書
林
五
玉
堂
蔵
」
と
あ
る
の
に
、
奥
付
の
年
月
は
確
か
に「
天
保
三

年
歳
次
壬
辰
夏
四
月
刻
成
」
と
な
っ
て
い
た
。
※0

3
 

頼
山
陽
が
亡
く
な
っ
た
の
は
、
天
保
三
年
九
月
二
十
三
日
で
あ
る
。

評
伝
『
頼
山
陽
と
そ
の
時
代
』
の
な
か
で
中
村
真
一
郎
は
、「
歿
前
十
二
日
の
夕

方
に
、
雨
の
な
か
を
大
阪
か
ら
届
け
ら
れ
た
」
篠
崎
小
竹
の
序
文
を
喜
ん
で
読
み
、

識
語
を
書
き
入
れ
た
も
の
の
、「
毎
日
苛
い
ら
し
な
が
ら
待
っ
て
い
た
校
正
刷
」
に
つ

い
て
は
、「
と
う
と
う
見
れ
な
い
ま
ま
で
死
ん
で
行
っ
た
山
陽
に
同
情
を
禁
じ
得
な

い
。
」
と
記
し
て
い
る(

単
行
本

5
7
7
p
)

。
こ
の
奥
付
の
日
付
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
な

ら
、
病
床
に
あ
っ
た
山
陽
は
、
本
文
の
刷
り
上
が
り
を
、
せ
め
て
も
手
に
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
こ
の
版
本
に
は
、
山
陽
没
後
天
保
三
年
十
月
の
日
付
を
持
つ
篠
崎
小
竹

の「
序
」
が
付
い
て
お
り
、
す
で
に
矛
盾
を
呈
し
て
い
る
。
本
文
も
、
広
く
出
回
っ
て

い
る「
発
兌
版
」(

奥
付
年
月
を
「
天
保
四
年
歳
癸
巳
三
月
発
兌
」
と
す
る
四
冊
八

巻
本
※0

4
)

と
同
じ
版
木
で
刷
ら
れ
て
い
る
。

和
本
の
世
界
で
は
、
刊
記
の
年
が
そ
の
ま
ま
印
刷
さ
れ
た
年
で
あ
る
と
は
限
ら

な
い
。
殊
に
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
も
な
る
と
、
摺
り
版
の
見
極
め
は
難
し
い
。

こ
の
た
び
発
見
さ
れ
た『
山
陽
詩
鈔
』
は
、
見
返
し
を
「
天
保
癸
巳(

四
年)

新
鐫
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書
林
五
玉
堂
蔵
」
と
し
、
奥
付
の
刊
記
も
同
じ
く「
天
保
四
年
歳
癸
巳
三
月
発
兌
」

と
す
る
四
冊
八
巻
の
揃
い
本
で
あ
る
。(2

5
.7

cm
×

1
8
.0

cm

一
、
二
冊
目
の
原
題

簽
は
剥
れ
て
お
り
、
手
書
き
の
も
の
が
貼
ら
れ
て
い
る
。) 

 
し
か
し
内
容
を
閲
す
る
に
、「
発
兌
版
」
の
原
型
と
い
え
る
版
本
で
、
す
で
に『
詩

集
日
本
漢
詩
』
第
十
巻(

富
士
川
英
郎
編
・
昭
和
六
十
一
年
汲
古
書
院
刊)

の
な

か
に
影
印
が
掲
げ
ら
れ
た「
長
沢
規
矩
也
旧
蔵
本
」
と
全
く
同
一
の
も
の
で
あ
る

こ
と
が
判
っ
た
。
※0

5
 

 

た
だ
し
本
文
の
鼇
頭
に
、
校
閲
者
で
あ
る
後
藤
松
陰
自
身
の
も
の
と
思
わ
れ
る
、

詩
篇
の
字
句
に
関
す
る
指
摘
が
十
二
ヶ
所
、
朱
筆
細
書
で
施
さ
れ
て
い
る
。
う
ち

八
ヶ
所
に
お
い
て
、
そ
の
指
摘
に
従
っ
た
版
木
の
修
正
が
施
さ
れ
、
字
句
の
変
更
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
刷
ら
れ
た
多
く
の「
発
兌
版
」
と
の
比
較
か
ら
確
認
さ

れ
た
。 

 

以
下
に
、
朱
筆
が
施
さ
れ
た
詩
篇
の
す
べ
て
を
順
番
に
書
き
だ
し
て
、
修
正
後
の

版
本(

岐
阜
大
学
図
書
館
所
蔵
本)

の
異
同
と
と
も
に
画
像
を
掲
げ
て
み
た
。 

 

〇
「
詠
史 

其
二
」(

巻
一
、
五
丁
オ) 

  

詠
史 

其
二 

復
讎
九
世
亦
徒
為 

業
就
磨
崖
未
勒
碑 

袞
職
豈
無
周
仲
甫 

簧
言
獨
患
晉
驪
姬 

蠶
叢
半
璧
開
天
日 

劍
璽
三
朝
離
國
時 

不
憾
陳
生
謬
順
逆 

紫
蠅(

「
䵷
」
と
訂
正)

夙
有
彥
威
知 

彥
威
習
鑿
歯
字 

  

詠
史 

其
二 

復
讎
九
世
、
亦
た
徒
為(

と
い)(

後
鳥
羽
院
に
溯
る
武
家
政
治
へ
の
復
讎
は
む
だ
と

な
っ
た) 

業
は
就
る
も
、
磨
崖
、
未
だ
碑
を
勒(

き
ざ)

ま
ず 

袞
職
、
豈
に
周
の
仲
甫
無
か
ら
ん
や(

後
醍
醐
天
皇
に
賢
臣
の
補
佐
は
あ
っ
た
謂) 

簧
言(

讒
言)

獨
り
患
ふ
、
晋
の
驪
姬
を(

牝
鶏
た
る
阿
野
廉
子
を
諷
す) 

蠶
叢
の
半
璧
、
天
を
開
く
日(

南
北
半
々
の
吉
野
朝
に
比
す) 

劍
璽(

神
器)

三
朝
、
國
を
離
る
る
時(

南
朝
三
代
を
指
す) 

憾
み
ず
、
陳
生
の
順
逆
を
謬
れ
る
を(

そ
の
後
の
歴
史
書
の
姿
勢
を
諷
す) 

紫
䵷
は
、
夙
に
彦
威
の
知
る
有
り
。 

 
 

彦
威
は
習
鑿
歯(

正
統
を
説
い
た
歴
史

家)
の
字(

あ
ざ
な)

な
り
。 

  

松
陰
は
朱
筆
で「
紫
䵷
」
と
訂
正
。「
紫
蠅
」
で
は
故
事
「
紫
色
䵷[

蛙]

声
：
不
正

な
歴
史
の
謂
」
※0

6
の
意
味
を
な
さ
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
後
の
版
本
に
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お
い
て
、
ま
た
後
藤
松
陰
の
評
註
を
増
し
て
公
刊
さ
れ
た
明
治
十
六
年
版
『
評
註

山
陽
詩
鈔
』
※0

7

に
お
い
て
も
、
文
字
は
直
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
日
柳
燕
石
が

註
し
た『
山
陽
詩
註
』(

富
岡
鉄
齋
増
校
、
明
治
二
年
梓
行)

で
は
、「
「
蠅
」
は「
䵷
」

の
誤
字
な
り
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
、
読
書
人
の
間
で
は
既
知
の
誤
植
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

 

〇
「
始
寓
廉
塾
」(

巻
一-

七
丁
ウ) 

 
 

 

始
寓
廉
塾 

誰
道
功
名
與
志
違 

蕭
然
行
李
入
黄
薇 

好
爵
難
靡
蒲
柳
質 

閑
身
學
製
薛
蘿
衣 

南
郡
青
衿
新
麗
澤 

青
山
白
雪
舊
恩
輝 

獨
有
庭
闈
最
關
意 

夕
陽
凝
望
斷
雲
飛 

鼇
頭
：「
机
云
下
青
恐
西
誤
」 

  

始
め
て
廉
塾
に
寓
す 

誰
か
道
は
ん
、
功
名
と
志
と
違
ふ
と 

蕭
然
と
し
て
行
李
、
黄
薇[

吉
備
の
国]

に
入
る 

好
爵
も
靡
か
せ
難
し
、[

私
の
様
な]

蒲
柳
の
質
を 

閑
身
は
製
す
る
を
學
ぶ
、
薛
蘿
の
衣[

隠
者
の
身
な
り]

を 

南
郡
の
青
衿
と
、
新
た
な
る
麗
澤[

学
友
の
裨
益]

と 

青
山
の
白
雪
に
、
舊
恩[

芸
藩
藩
主
の
恩]

は
輝
く 

獨
り
庭
闈[

父
母
の
事]

の
、
最
も
意
に
關
す
る
有
り
て 

夕
陽
、
凝
望
す
れ
ば
、
斷
雲
は
飛
べ
り 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
、
下
の「
青
」
は
恐
ら
く「
西
」
の
誤
り
な
り
。
」 

  

「
机
云
…
」
は「
機
云
…
」(「
機
」
は
後
藤
松
陰
の
諱)

の
謂
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

 
の
ち
の
版
本
で
は「
南
郡
青
衿
」
の
対
句
表
現
「
西
山
白
雪
」
と
な
る
よ
う
、「
青
」

が「
西
」
に
直
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
一
見
し
て
板
木
を
直
し
た
痕
が
判
る
。 

 

日
柳
燕
石
の『
評
註
山
陽
詩
鈔
』
に
お
い
て
も
、「
「
西
」
は
一
に「
青
」
と
作
る
も

非
な
り
」
と
頭
註
さ
れ
て
い
る
が
、
校
正
者
の
松
陰
が「
恐
ら
く
」
と
記
し
た
の
は
、

こ
れ
が
原
稿
の
ま
ま
刷
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
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〇
「
元
日
」
巻
一-

十
丁
ウ) 

 

  

元
日 

九
街
雞
鳴
瑞
氛
新 

簪
笏
朝
正
簇
紫
宸 

誰
識
席
門
高
臥
士 

木
棉
衾
裡
亦
生
春 

鼇
頭
：「(

茶
山
云)

不
如
新
尹
東
來
一
絕
」 

鼇
頭
：「
鳴
當
作
唱
」 

  

元
日 

九
街
、
雞
鳴
き
、
瑞
氛
（
ず
い
ふ
ん
）
新
た
な
り 

簪
笏
、
正
に
朝
し
て
（
参
内
し
て
）
紫
宸
に
簇
る 

誰
か
識
ら
ん
、
席
門
（
貧
家
）
の
高
臥
の
士 

木
棉
の
衾
裡
に
も
、
亦
た
春
を
生
ず 

鼇
頭
：「(

茶
山
云
ふ
。)

「
新
尹
東
來
」
の
一
絶
に
如
か
ず
。
」 

鼇
頭
：「
「
鳴
」
は
當
に「
唱
」
と
作
る
べ
し
。
」 

  

の
ち
の
版
本
に
お
い
て「
鳴
：
平
声
」
は「
唱
：
仄
声
」
に
直
さ
れ
て
お
り
、
松
陰
の

言
葉
は
、
明
治
版
『
評
註
山
陽
詩
鈔
』
頭
註
に
お
い
て
、「
唱
一
作
鳴
、
非(

「
唱
」
は

一
に「
鳴
」
と
作
る
も
非
な
り)

」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

  

さ
て
、
こ
れ
は
前
年(

閏
二
月)

に
廉
塾
を
去
っ
て
京
で
初
め
て
迎
え
た
元
日
の
詩

で
あ
る
。
版
本
に
反
映
さ
れ
た
菅
茶
山
の
頭
評
に
は
、「
新
尹
東
來
の
一
絶
に
は

及
ば
な
い
」
と
あ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
次
に
表
れ
る
朱
筆
を
み
て
み
た
い
。 

 

〇
「
雑
詩
」(

巻
二-

七
丁
ウ) 

 

  

雑
詩 

新
尹
東
來
舊
尹
還 

過
門
車
馬
日
喧
闐 

諸
公
鞅
掌
勤
王
事 

成
就
吾
儕
企
足
眠 

鼇
頭
：「(

茶
山
云)

本
色
語
可
壓
此
巻
。
」 

鼇
頭
：「
机
云
企
足
原
作
高
枕
似
優
」 

  

雑
詩 

新
尹
東
來
し
て
舊
尹
還
る
（
京
都
所
司
代
交
代
の
謂
） 
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門
を
過
る
車
馬
、
日
に
喧
（
か
し
ま
し
）
く
闐(

み
ち)

る 

諸
公
は
鞅
掌
し
て
王
事
を
勤(

い
そ
し)

む 

成
就
せ
ん
、
吾
儕(

我
輩)

は
企
足
し
て
眠
る 

鼇
頭
：「(

茶
山
云
ふ
。)

本
色
の
語
、
此
の
巻
を
壓
す
べ
し
。
」 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
、「
企
足
」
は
原
と「
高
枕
」
と
作
し
て
優
の
似(

ご
と)

し
。
」 

  

こ
の
朱
筆
、
の
ち
の
版
本
に
は
反
映
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
治
版
『
評
註
山
陽
詩

鈔
』
の
頭
註
に
お
い
て
初
め
て「
翁
、
企
足
、
本
作
高
枕
似
優
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

同
書
に
は
ま
た「
『
世
説
新
語
』
容
止
部
に
云
ふ
、
桓
大
司
馬(

桓
温)

曰
く
、
謝
仁

祖(

謝
尚)

北
窓
の
下
に
企
脚
し
て
琵
琶
を
弾
く
は
、
自
ら
天
際
眞
人
の
想
ひ
有
る

故
な
り
。
」
と
の
説
明
も
追
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
で
松
陰
の
朱
筆
が
、
詩
篇
「
元
日
」
か
ら
、
頭
評
で
菅
茶
山
が
誉
め
て
い

た
こ
の
詩
へ
と
飛
ん
で
い
る
の
は
偶
然
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
、
茶
山
が「
本
色(
本

音
）
の
語
」
と
呼
ん
だ
の
は
、
ま
さ
に
松
陰
が
指
摘
し
た「
企
足
」
と
い
う
語
に
係
る

こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。 

 

こ
の
詩
で
は
、
諸
公
が
勤
皇
の
た
め
に
動
き
出
し
て
い
る
な
か
、
廉
塾
を
逃
げ
出

し
た
山
陽
が
、
京
に
出
た
も
の
の
一
向
に
う
だ
つ
の
あ
が
ら
ぬ
現
状
に
あ
き
た
ら
ぬ

さ
ま
を
押
し
隠
し
、
お
蔭
で「
企
足
し
て(

脚
を
伸
ば
し
て)

眠
れ
ま
す
」
な
ど
と
表

現
し
て
お
り
、
さ
き
の「
元
日
」
の
詩
で「
高
臥
の
士
」
と
う
そ
ぶ
い
て
み
せ
た
の
と

同
様
、
仕
官
な
ど
意
に
な
い
と
、
清
貧
を
気
取
る
詩
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

る
。 

 

菅
茶
山
は
そ
れ
を
か
ら
か
う
つ
も
り
で
、「
元
日
」
の
詩
と
の
優
劣
を
言
い
、「
企

足
」
と
い
う
言
葉
を
あ
ざ
け
っ
て
ほ
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
後
藤
松
陰
が
明
か

す
に
、
こ
の「
企
足
」
と
い
う
耳
遠
い
言
葉
も
、
当
初
は「
高
枕(

枕
を
高
く
し
て
寝

ら
れ
る)

」
と
い
う
分
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
方
が
良
か
っ
た(

似
優)

と
、

わ
ざ
わ
ざ
言
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

さ
き
の
頭
評
と
合
せ
て
、
茶
山
の
山
陽
に
対
す
る
複
雑
な
思
い
が
窺
わ
れ
る
個

所
で
あ
る
と
と
も
に
、
茶
山
に
と
っ
て
は
孫
弟
子
に
あ
た
る
後
藤
松
陰
の
指
摘
に

も
、
二
者
の
関
係
を
時
を
経
て
懐
か
し
む
眼
差
し
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

〇
「
到
鄉
從
杏
翁
遊
其
山
園
翁
管
郡
務
多
治
績
」(

巻
三-

二
丁
オ) 

  

到
鄉
從
杏
坪
翁
遊
其
山
園
翁
管
郡
務
多
治
績 

連
鋤
强
梗
稱
神
明 

四
郡
何
處
不
底
平 
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却
是
家
園
無
暇
理 

賤
蓬
惡
竹
滿
階
生 

鼇
頭
：「
机
云
處
恐
邉
」 

  

郷
に
到
り
杏
坪
翁
に
從
ひ
、
其
の
山
園
に
遊
ぶ
。
翁
、
郡
務
を
管
し
て
治
績
多

し 連
り
に
強
梗(

剛
直)
を
鋤
し
て
、
神
明
と
稱
さ
る 

四
郡
の
何
處
れ
か
、
底
平
な
ら
ざ
ら
ん 

却
っ
て
是
れ
家
園
、
理
む
る
暇
無
し 

賤
蓬
惡
竹
、
階
に
滿
ち
て
生
ふ
る 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
、「
處
」
は
恐
ら
く「
邉
」
。
」 

  

の
ち
の
版
本
に
お
い
て「
處
：
仄
声
」
は「
邉
：
平
声
」
に
直
さ
れ
て
い
る
が
、「
恐
ら

く
」
と
あ
る
の
は
、
こ
れ
が
彫
り
間
違
い
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

ま
た
明
治
版
『
評
註
山
陽
詩
鈔
』
に
は「
松
陰
先
生
曰
く
“
是
の
時
、
機
ま
た
陪

遊
す
。
山
園
の
屏
障(

つ
い
た
て)

は
、
皆
な
白
紙
に
て
之
を
糊
し
、
作
有
る
も
の
は

直
ち
に
就
い
て
録
す
”
。
」
と
い
う
、
増
校
に
あ
た
っ
た
同
郷
の
弟
子
牧
百
峰
に
よ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
頭
註
も
追
加
さ
れ
て
い
る
。 

 

〇
「
到
長
崎
」(

巻
三-

八
丁
ウ) 

 

  

到
長
崎 

一
分
是
海
二
分
山 

夾
海
山
爲
碧
玦
灣 

官
樓
蠻
館
家
萬
戶 

高
低
山
色
海
光
間 

鼇
頭
：「
机
云
官
楼
蛮
館
當
倒
置
」 

  

到
長
崎 

一
分
は
是
れ
海
、
二
分
は
山 

海
を
夾
む
山
は
、
碧
玦(

へ
き
け
つ
：C

状
の
玉)

の
灣
と
爲
す 

官
樓
、
蠻
館
、
家
萬
戶 

高
低
山
色
、
海
光
の
間 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
、「
官
楼
」
と「
蛮
館
」
と
當
に
倒
置
す
べ
し
。
」 

  

平
仄
に
基
づ
い
て
直
さ
れ
た
か
、
の
ち
の
版
本
で
は「
蠻
館
官
樓
」
に
変
更
さ
れ

て
い
る
。 

  

〇
「
荷
蘭
船
行
」(
巻
三-

九
丁
ウ) 
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荷
蘭
船
行 

碕
港
西
南
天
水
交 

忽
見
空
際
點
秋
毫 

望
樓
烽
火
一
怒
嗥 

二
十
五
堡
弓
脫
弢 

街
聲
如
沸
四
喧
嘈 

説
是
西
洋
來
紅
毛 

飛
舸
狌
迓
聞
鼓
鼛 

兩
揚
信
旗
防
濫
叨 

船
入
港
來
如
巨
鼇 

水
淺
船
大
動
欲
膠 

宮
舟
連
珠
纍
幾
艘 

牽
之
而
進
聲
謷
謷 

蠻
船
出
水
百
尺
高 

海
風
浙
浙
颭
罽
旌 

三
帆
樹
桅
施
萬
絛 

設
機
伸
縮
如
桔
槔 

漆
黑
蠻
奴
捷
於
猱 

升
桅
理
條
手
爬
搔 

下
碇
满
船
齊
嗷
咷 

疊
發
巨
礮
聲
勢
豪 

蠻
情
難
測
廟
諜
勞 

兵
營
猶
不
徹
豹
韜 

嗚
呼
小
醜
何
煩
憂
目
蒿 

萬
里
逐
利
在
貪
饕 

可
憐
一
葉
凌
黥
濤 

譬
如
浮
蟻
慕
羶
臊 

毋
乃
割
雞
費
牛
刀 

毋
乃
瓊
瑤
換
木
桃 

鼇
頭
：「
宮
當
作
官
」 

  

荷
蘭
船
行 

碕
港
の
西
南
、
天
水
交
は
る 

忽
ち
見
る
、
空
際
、
秋
毫(

微
か
な
も
の)

を
點
ず
る
を 

望
樓
の
烽
火
、
一
た
び
怒
嗥 

二
十
五
堡
、
弓
、
弢(

と
う
：
弓
袋)

を
脫
す 

街
聲
、
沸
く
が
如
く
四(

よ
も)

に
喧
嘈 

説
く
是
れ
、
西
洋
よ
り
紅
毛
來
る
と 

飛
舸
、
狌(

ゆ)

き
迓(

む
か)

へ
鼓
鼛(

こ
こ
う
：
大
太
鼓)

を
聞
く 

兩
つ
な
が
ら
信
旗
を
揚
げ
て
濫
叨(

ら
ん
と
う)

を
防
ぐ 

船
、
港
に
入
り
來
る
こ
と
巨
鼇(

き
ょ
ご
う)

の
如
し 

水
淺
く
船
大
に
し
て
動(

や
や)

も
す
れ
ば
膠
せ
ん
と
欲
す(

海
底
に
着
き
そ
う
だ) 

官
舟
連
珠
、
幾
艘
を
累
ね 

之
を
牽
い
て
進
む
、
聲
謷
々(

ご
う
ご
う)

た
り 

蠻
船
、
水
を
出
づ
る
こ
と
百
尺
の
高 

海
風
浙
浙
と
し
て
罽
旌(

け
い
ぼ
う
：
織
物
の
旗)

を
颭(

ひ
る
が)

え
す 
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三
帆
、
桅(

ほ
ば
し
ら)

に
樹
て
て
萬
絛(

と
う
：
紐
綱)

を
施
し 

機
を
設
け
て
伸
縮
す
る
は
桔
槔(

は
ね
つ
る
べ)

の
如
し 

漆
黑
の
蠻
奴
は
猱(

猿)

よ
り
捷
く 

桅
に
升(

の
ぼ)

り
て
條
を
理(

お
さ)

め
る
に
手
も
て
爬
搔
す 

碇
を
下
し
て
满
船
、
齊
し
く
嗷
咷(

き
ょ
う
と
う
：
叫)

し 

巨
礮(

大
砲)
を
疊
發
し
て
聲
勢
、
豪
な
り 

蠻
情
、
測
り
難
く
、
廟
諜(

政
府
の
対
策)

勞
し 

兵
營
な
ほ
豹
韜(

守
備)
を
徹
せ
ず 

嗚
呼(

し
か
し
そ
ん
な
も
の
は)
小
醜
、
何
ぞ
煩
さ
ん
憂
目
の
蒿(

国
事
の
憂
慮)

を 

萬
里
、
利
を
逐
ふ
は
貪
饕(

た
ん
と
う
：
欲
目)

に
在
り 

憐
む
べ
し
、
一
葉(

一
艘)

に
て
鯨
濤
を
凌
げ
る
を 

譬
へ
ば
浮
蟻
の
羶
臊(

な
ま
ぐ
さ
肉)

を
慕
ふ
が
如
し 

乃
は
ち
「
雞
を
割
く
に
牛
刀
を
費
す
」
な
か
ら
ん
や(

小
事
を
事
々
し
く
裁
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
か) 

乃
は
ち「
瓊
瑤
を
木
桃
に
換
ふ
る
」
な
か
ら
ん
や(

ま
た
厚
遇
す
る
必
要
も
あ
ろ
う

か) 鼇
頭
：「
「
宮
」
は
當
に「
官
」
と
作
る
べ
し
。
」 

  

こ
れ
は
彫
り
誤
り
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
だ
ろ
う
。
の
ち
の
版
本
を
み
る
と
、

削
ら
れ
た
画(

か
く)

が
修
復
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。 

  

〇
「
再
入
肥
後
」(

巻
四-

十
一
丁
オ) 

  

再
入
肥
後 

改
轅
思
北
上 

留
橐
又
東
肥 

山
沸
硫
黃
氣 

水
生
苦
紫
衣 

既
冬
蛇
未
蟄 

多
稼
鶴
群
飛 

旅
館
多
灰
酒 

誰
能
不
憶
歸 

鼇
頭
：「
机
云
苦
當
作
苔
」 

  

再
び
肥
後
に
入
る 

轅
を
改
め
て(

行
先
変
更
し
て)

北
上
を
思
ふ 

橐
を
留
む(

滞
在)

る
、
又
た
東
肥(

肥
後)

。 

山
は
沸
く
、
硫
黄
の
氣 

水
は
生
ず
、
苔
紫
の
衣 

既
に
冬
な
る
も
蛇
は
未
だ
蟄
せ
ず 
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多
稼(

豊
穣)

、
鶴
は
群
れ
て
飛
ぶ 

旅
館
、
灰
酒
多
し 

誰
か
能
く
歸
る
を
憶
は
ざ
ら
ん 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
、「
苦
」
は
當
に「
苔
」
と
作
る
べ
し
。
」 

  

こ
れ
も
彫
り
誤
り
な
ら
ば
、
校
正
時
の
見
落
と
し
で
あ
る
。
の
ち
の
版
本
で
直
さ

れ
て
い
る
。 

 

〇
「
得
家
書
」(

巻
四-

十
六
丁
ウ) 

 

  

得
家
書 

獨
展
家
書
剔
燈
檠 

縷
縷
如
聞
絮
語
聲 

要
識
各
天
相
憶
處 

半
秋
細
報
月
陰
晴 

鼇
頭
：「
机
云
展
恐
披
誤
書
恐
信
誤
」 

   

得
家
書 

獨
り
家
書
を
展
げ
て
燈
檠
を
剔(

き)

る
。 

縷
縷
、
聞
く
如
し
絮
語
の
聲
を 

識
ら
ん
と
要
す
、
各
天
に
相
ひ
憶
ふ
處 

半
秋(

八
月
：
仲
秋)

、
細
か
に
報
ず
、
月
の
陰
晴
を 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
、「
展
」
は
恐
ら
く
「
披
」
の
誤
り
。「
書
」
は
恐
ら
く
「
信
」
の
誤

り
。
」 

  

平
仄
の
変
更
を
試
み
た
も
の
か
。
の
ち
の
版
本
に
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
明

治
版
『
評
註
山
陽
詩
鈔
』
頭
註
に
お
い
て
、「
松
陰
先
生
曰
く
、「
展
」
は「
披
」
の
誤

り
。「
書
」
は「
信
」
の
誤
り
。
」
と
写
し
と
ら
れ
て
い
る
。 

  

〇
「
芳
山
」(

巻
五-

一
丁
ウ) 

 

  

芳
山 

花
蹊
無
處
著
啼
鼯 

寺
寺
樓
臺
閙
戲
娛 

杉
檜
參
天
春
日
黑 

荒
陵
誰
弔
後
醍
醐 

鼇
頭
：「
机
云
後
字
當
欠
二
字
今
失
之
」 
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芳
山(

吉
野
山) 

花
蹊
、
處
と
し
て
啼
鼯
の
著(

あ
ら
は)
る
無
く 

寺
寺
樓
臺
、
戲
娯
閙(

さ
は
が)

し 

杉
檜
の
天
に
參(

ま
じ)

わ
り
て
、
春
日
黑
し 

荒
陵
、
誰
か
弔
ふ 

 

後
醍
醐 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
、「
後
」
字
は
當
に
二
字
を
欠
く
べ
き
に
今
こ
れ
を
失
す
。
」 

  

の
ち
の
版
本
で
は
、
天
皇
に
対
す
る
闕
字
が
施
さ
れ
て
お
り
、
詩
稿
の
不
備
な
の

か
、
校
正
漏
れ
で
あ
っ
た
か
は
不
明
。
日
柳
燕
石
の『
評
註
山
陽
詩
鈔
』
で
は
、
こ
の

詩
は
、
不
敬
と
判
断
さ
れ
た
の
か
削
ら
れ
て
い
る
。 

 

〇
「
過
廉
塾
」(

巻
八-

二
十
一
丁
ウ) 

 

 

過
廉
塾 

荷
枯
鴨
相
逐 

菊
老
蝶
猶
翻 

夜
語
綠
尊
酒 

寒
燈
黃
葉
村 

吾
曹
更
誰
望 

父
執
有
君
存 

臨
別
無
佗
語 

加
餐
度
旦
昏 

鼇
頭
：「
机
云
上
語
恐
話
誤
」 

  

廉
塾
を
過
ぐ 

荷
枯
れ
て
、
鴨
、
相
ひ
逐
ふ 

菊
老
い
て
、
蝶
、
猶
ほ
翻
る 

夜
語
、
綠
の
尊(

樽)

酒(

緑
酒
：
上
等
酒) 

寒
燈
、
黄
葉
村(

黄
葉
村
舎
：
廉
塾) 

吾
曹(

わ
れ
ら)

、
更
に
誰
か
望
ま
ん 

父
執(

父
の
友)

、
君
の
存
す
る
有
り 

別
れ
に
臨
ん
で
佗
語
無
く 

加
餐
し
て
旦
昏
を
度(

わ
た)

ら
せ
ん 

鼇
頭
：「
机
云
ふ
。
上
の「
語
」
は
恐
ら
く「
話
」
の
誤
り
。
」 
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の
ち
の
版
本
で
は「
夜
語
」
は「
夜
話
」
の
誤
記
と
し
て
直
さ
れ
て
い
る
。 

  
さ
て
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
言
う
と
、
冒
頭
に
示
し
た「
天
保
三
年
歳
次
壬
辰
夏

四
月
刻
成
」
版
も
ま
た
、
上
記
個
所
が
改
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
天
保
三
年
四
月
」
は
や
は
り
誤
り
で
あ
る
訳
だ
が
、
干
支
ま
で
入
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
単
な
る
書
き
間
違
い
で
は
な
く
、
何
ゆ
え
の
成
心(

理
由)

が
あ
っ
て
、
山
陽
生

前
の
刊
記
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
今
後
の
謎
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ

た
。 

  

一
応
、
板
木
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
も
検
べ
た
。
す
る
と
ほ
と
ん
ど
の
版
本
に
お
い

て
、
第
一
巻
の
巻
頭
「
後
藤
機
校
」
の
行
の
罫
線
が
、
下
部
の
両
側
で
少
し
途
切
れ

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
う
ち
右
側
の
罫
線
が
途
切
れ
て
い
な
い
版
本
が
、
現
時

点
で
確
認
で
き
る
一
番
古
い
板
木
に
よ
っ
て
刷
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
左
右

の
罫
線
が
完
美
な
も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。 

  
 

 

★ 

  

本
文
の
最
後
に
置
か
れ
た「
後
叙
」
末
尾
の
鼇
頭
に
も
朱
筆
で
細
書
が
あ
る
。 

【
後
叙
】 

賴
先
生
之
詩
、
品
格
如
何
。
曰
。
昔
人
云
、
古
者
有
詩
、
而
無
詩
人
。
今
也
有
詩

人
、
而
無
詩
。
能
詳
此
意
、
而
後
、
先
生
之
詩
可
與
評
也
。
夫
所
謂
無
詩
者
、
非

無
詩
也
。
無
眞
詩
也
。
古
之
詩
發
乎
情
、
而
法
存
乎
其
中
。
今
之
詩
作
乎
法
、

而
情
則
無
矣
。
情
旣
亡
矣
。
謂
之
無
詩
。
亦
何
不
可
。
今
之
非
詩
人
、
而
有
詩

者
、
唯
先
生
爲
然
。
先
生
志
氣
忼
慨
、
而
性
强
記
該
博
。
无
所
不
窺
。
尤
留
心

史
學
與
經
濟
。
其
中
夜
讀
書
。
苟
遇
事
涉
忠
孝
節
義
者
、
雖
或
醉
而
臥
、
輒
竦

然
起
坐
。
歛
襟
朗
誦
。
鐘
鳴
漏
盡
不
省
也
。 

至
韻
語
則
特
其
緒
餘
而
已
。
未
嘗
檢
類
書
搜
韻
書
。
蓋
其
抱
負
之
大
。
而
源
本

之
深
。
溢
而
爲
近
體
小
詩
、
爲
長
篇
巨
作
。
乃
天
機
之
発
、
而
人
情
之
不
可
已

者
。
是
其
詩
之
所
以
爲
眞
而
超
出
世
之
所
謂
詩
人
也
歟
。 

故
先
生
之
詩
、
率
然
讀
之
。
有
若
澹
泊
無
味
者
、
有
若[

聱]

牙
不
可
解
者
、
然

皆
相
題
行
文
。
隨
物
賦
形
、
寓
天
倫
於
風
月
、
而
寄
人
事
於
比
興
。
讀
者
一
踐

其
境
歷
其
事
、
則
知
向
之[

聱]

牙
者
皆
平
易
。
而
澹
泊
者
皆
滋
味
也
。
是
西
土

名
公
所
有
、
而
我 

朝
諸
賢
所
或
少
也
。
能
詳
此
意
者
、
而
後
先
生
之
詩
可
與

評
也
。
會
書
賈
某
請
刻
先
生
詩
。
爲
抄
數
卷
而
與
之
。
且
附
其
語
於
後
云
爾
。 

門
人
美
濃
後
藤
機
謹
題
於
浪
華
之
松
陰
亭
之
南
窓
。 

鼇
頭
：「
抄
数
巻
三
字
原
作
借
其
手
抄
校
云
々 

先
師
改
之
如
此 

 

機
白
」 
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【
後
叙
】 

賴
先
生
の
詩
、
品
格
は
如
何
。
曰
く
。
昔
人
云
ふ「
古
は
詩
有
り
て
詩
人
な
し
。

今
や
詩
人
有
り
て
詩
な
し
」
と
。
能
く
此
の
意
を
詳
ら
か
に
し
て
の
ち
、
先
生
の
詩

を
與(
と
も)

に
評
す
べ
き
也
。 

夫
れ
所
謂
「
詩
な
し
」
と
は
、
詩
な
き
に
は
非
ざ
る
也
。
眞
の
詩
が
無
き
と
也
。
古

の
詩
は
情
よ
り
發
し
て
法
は
そ
の
中
に
存
す
。
今
の
詩
は
法
よ
り
作
し
て
情
は
則

ち
無
し
。
情
は
既
に
亡
き
な
り
。 

之
を
「
詩
な
し
」
と
謂
ふ
。
ま
た
何
ぞ
不
可
な
ら
ん
や
。
今
の
、
詩
人
に
非
ず
し
て

詩
有
る
者
は
、
唯
だ
先
生
の
み
を
し
て
然
り
と
な
さ
ん
。 

先
生
、
志
氣
忼
慨
。
而
し
て
性
は
強
記
該
博
、
窺
は
ざ
る
所
な
し
。
尤
も
心
を
史

學
と
經
濟
と
に
留
む
。
其
の
中
夜
に
讀
書
し
て
、
苟
く
も
事
の
忠
孝
節
義
に
渉
る

者
に
遇
は
ば
、
或
ひ
は
醉
ひ
臥
す
と
い
へ
ど
も
、
輒
ち
竦
然
と
し
て
起
坐
し
、
襟
を

歛
め
て
朗
誦
し
て
、
鐘
鳴
り
漏
盡
く
る
と
も
省
み
ざ
る
也
。 

韻
語
に
至
り
て
は
則
ち
特(

た
だ)

其
の
緒
餘
の
み
。
未
だ
嘗
て
類
書
を
檢
せ
ず
韻

書
を
搜
さ
ず
。
蓋
し
其
の
抱
負
の
大
に
し
て
源
本
の
深
き
、
溢
れ
て
近
體
小
詩
と

爲
り
、
長
篇
巨
作
と
爲
る
。 

乃
ち
、
天
機(

天
才)

の
発
、
而
し
て
人
情
の
已
む
べ
か
ら
ざ
る
者
、
是
れ
そ
の
詩
の

以
て
眞
と
為
し
、
而
し
て
世
の
い
は
ゆ
る
詩
人
に
超
出
す
る
所
以
な
り
。 

故
に
先
生
の
詩
、
率
然
と
し
て
之
を
讀
め
ば
、
澹
泊
に
し
て
味
な
き
が
ご
と
き
も

の
有
り
、
聱
牙
に
し
て
解
す
べ
か
ら
ざ
る
が
ご
と
き
も
の
有
り
。
然
る
に
皆
な
題
に

相
じ
て
文
を
行
ふ
。
物
に
隨
い
て
形
を
賦
し
、
天
倫
を
風
月
に
寓
し
、
而
し
て
人

事
を
比
興
に
寄
す
。 

讀
者
一
た
び
其
の
境
を
踐
み
其
の
事
を
歴
す
れ
ば
、
則
ち
、
さ
き
の[

聱]

牙
は
皆

な
平
易
に
し
て
、
澹
泊
な
る
は
皆
な
滋
味
な
る
を
知
る
な
り
。
是
れ
西
土
の
名
公

の
有
す
る
所
、
而
し
て
我
朝
の
諸
賢
の
或
ひ
は
少
な
き
所
な
り
。
能
く
こ
の
意
を

詳
か
に
す
る
者
に
し
て
、
而
る
の
ち
に
先
生
の
詩
を
與(

と
も)

に
評
す
べ
き
也
。
た

ま
た
ま
書
賈
某
、
先
生
の
詩
を
刻
す
る
を
請
ふ
。
た
め
に
數
卷
を
抄
し
て
こ
れ
を

與
ふ
。
且
つ
そ
の
語
を
後
に
附
す
と
爾(

し
か)

云
ふ
。 

 

門
人
、
美
濃
の
後
藤
機
、
謹
し
ん
で
浪
華
の
松
陰
亭
の
南
窓
に
て
題
す
。 

鼇
頭
：「
「
數
卷
を
抄
す
」
の
三
字
は
、
も
と
“
其
の
手
を
借
り
て
校
を
抄
す
云
々
”

に
作
る
。
先
師
こ
れ
を
此
の
如
く
改
む
。
機
白[

も
う]

す
。
」 

  

す
な
わ
ち
、
遺
さ
れ
た
書
翰
の
な
か
で
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
加
筆
と
識
語

と
が
施
さ
れ
た
篠
崎
小
竹
の「
序
」
と
同
様
、
小
竹
の
女
婿
と
な
っ
た
後
藤
松
陰

に
よ
る「
後
叙
」
も
ま
た
、
病
床
の
山
陽
に
よ
り
目
が
通
さ
れ
、「
云
々
」
以
下
、
冗

長
に
記
さ
れ
て
い
た
部
分
が
削
ら
れ「
抄
數
卷
」
の
三
文
字
に
省
略
さ
れ
た
こ
と

が
判
る
。
親
友
小
竹
の「
序
」
は
、
山
陽
の
手
が
入
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
示
す
よ

う
な
形
で
公
刊
さ
れ
た
が
、
弟
子
で
あ
る
自
分
の「
後
叙
」
が
書
き
直
さ
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
覚
え
と
し
て
直
接
、
本
に
書
き
置
く
に
と
ど
め
た
の
で
あ
る
。 

 「(

前
略) 

尚
々
、
世
張(

松
陰
の
字)

拙
集
序
、
其
後
ツ
ツ
キ
直
し
候
、
如
何
。
」

(

天
保
三
年
九
月
十
一
日 

篠
崎
小
竹
・
後
藤
松
陰
宛
書
簡 

『
頼
山
陽
書
翰
集
』

下
巻5

0
5
p
) 

  
 

 

★ 

  
し
か
し
後
藤
松
陰
は
、『
山
陽
詩
鈔
』
校
正
の
責
任
者
本
人
で
あ
る
。
な
ぜ
原
稿

を
梓
に
上
す
段
階
で
こ
れ
ら
の
字
を
改
め
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

「
手
澤
本
」
の
巻
末
に
置
か
れ
た「
後
叙
」
裏
の
空
き
丁(

頁)

に
は
、「
校
山
陽
詩

鈔
刻
成
題
其
後
」
と
い
う
後
藤
松
陰
自
身
に
よ
る「
題
詩(

後
述)

」
が
墨
書
き
さ
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れ
て
い
る
。 

 

 

  

校
山
陽
詩
鈔
刻
成
題
其
後 

詩
抄
鐫
成
人
已
仙 

焚
香
先
奠
玉
楼
魂 

菲
才
甘
受
陰
陶
誚 

大
匠
何
用
字
句
論 

筆
底
萬
珠
持
世
道 

腰
間
一
剣
報
君
恩 

髯
蘇
風
節
誰
能
続 

整
頓
全
篇
過
邁
存 

此
翁
風
節
誰
能
続 

回
首
京
城
泪
眼
昏 

 
 

 

後
藤
機 

  

『
山
陽
詩
鈔
』
を
校
し
刻
成
し
て
其
後
に
題
す 

詩
抄
鐫
成
し
て
人
す
で
に
仙 

焚
香
、
先
づ
奠
す
玉
楼
の
魂 

菲
才
は
甘
受
す
、
陰
陶[

誤
字]

の
誚
り
を 

大
匠
、
何
ぞ
用
ゐ
ん
、
字
句
の
論
を 

筆
底
の
萬
珠
は
世
道
を
持
し 

腰
間
の
一
剣
は
君
恩
に
報
ず 

髯
蘇[

蘇
軾]

の
風
節
、
誰
か
能
く
続
か
ん 

全
篇
を
整
頓
し
て
過
ち
は
邁(

す)

ぎ
て
存
す
。
」 

此
翁
の
風
節
、
誰
か
能
く
続
か
ん 

京
城
を
回
首
す
れ
ば
泪
眼
昏
し 

 
 

 

後
藤
機 

 「
菲
才
は
甘
受
す
、
陰
陶
の
誚
り
を
」 

「
大
匠
、
何
ぞ
用
ゐ
ん
、
字
句
の
論
を
」 

「
全
篇
を
整
頓
、
過
ち
は
邁(

す)

ぎ
て
存
す
（
過
ち
が
多
く
あ
る
）
。
」 

  
こ
れ
を
読
め
ば
、
細
か
い
字
句
平
仄
に
拘
ら
な
か
っ
た
先
師
の
書
い
た
ま
ま
を
尊

重
し
て
上
梓
し
た
も
の
の
、
や
は
り
訂
正
す
べ
く
こ
れ
ら
の
朱
筆
が
施
さ
れ
た
、
と

い
う
よ
う
な
経
緯
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

果
た
し
て
頭
註
の
い
く
つ
か
は
、
松
陰
歿
後
に
公
刊
さ
れ
た
明
治
十
六
年
刊
行
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の『
評
註
山
陽
詩
鈔
』
に
お
い
て
、
追
補
さ
れ
た
頭
註
と
し
て
復
活
し
て
い
る
。
こ
の

手
澤
本
が
校
閲
に
使
用
さ
れ
た
の
は
間
違
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

  
 

 
★ 

  

以
上
、
生
前
の
頼
山
陽
か
ら
実
直
な
弟
子
と
し
て
一
番
に
信
を
置
か
れ
、
詩
集

の
出
版
を
一
任
さ
れ
た
郷
土
の
先
人
後
藤
松
陰
、
彼
が
所
蔵
す
る
手
澤
本
と
思

し
き『
山
陽
詩
鈔
』
に
つ
い
て
、
書
誌
事
項
と
管
見
と
を
記
し
た
。
同
書
を
所
蔵
す

る
研
究
者
・
研
究
機
関
は
、
上
記
字
句
お
よ
び
原
本
画
像
と
の
異
同
を
精
査
す

る
こ
と
に
よ
り
、
た
と
い
端
本
で
あ
っ
て
も
初
版
の
同
定
が
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。 

  

今
回
の
発
見
を
可
能
に
し
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
多
く
の
異
本
の

書
誌
、
更
に
原
本
画
像
が
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
て
い
い
。

平
仄
も
、
ネ
ッ
ト
上
の
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
※0

8

を
使
用
す
れ
ば
誰
で
も
四
声
が
検

索
で
き
る
。 

 

ま
た
一
方
で
は
、
漢
詩
人(

旧
世
代
知
識
人)

の
蔵
書
が
、
後
継
者
な
く
価
値
不

問
の
ま
ま
市
場
に
溢
れ
、
江
戸
時
代
後
期
の
古
典
籍
資
料
が
大
量
に
存
続
の
危

機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
現
状
が
あ
る
。 

 

江
戸
・
明
治
期
の
漢
詩
文
の
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て「
テ
キ
ス
ト
」
と「
原
資

料
」
と
、
謂
わ
ば
相
反
す
る
両
つ
の
状
況
が
同
時
進
行
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

 

筆
者
は
以
前
に
も
、『
近
世
名
家
詩
鈔
』(

安
政
五
年
刊
行)

の
初
版
本
を
入
手

し
、
や
は
り
異
同
本
と
の
比
較
に
よ
り
安
政
大
獄
時
の
梁
川
星
巌
の
詩
の
処
遇
に

関
す
る
書
誌
上
の
小
発
見
を
し
た
。
※0

9
 

こ
の
た
び
も
同
様
の
状
況
の
な
か
で

資
料
の
発
掘
が
な
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

 

専
門
の
教
員
で
も
学
生
で
も
な
い
が
、
敬
し
て
遠
ざ
け
る
の
で
は
な
く
、
直
接
和

本
と
触
れ
合
う
こ
と
を
通
し
て
得
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
、
肌
で
感
ず
る
歴

史
の
記
憶
と
し
て
シ
ェ
ア
さ
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
、
不
要
論
も
出
始
め
た
古

典
教
育
の
現
場
に
、
そ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
原
資
料
の
投
入
が
求
め
ら
れ
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
三
日 

頼
山
陽
祥
月
命
日
に) 

 【
※
註
】 

※0
1

：
追
っ
て「
四
季
コ
ギ
ト
詩
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(co

g
ito

.jp
.n

et/

」)

に
全
冊
の
画

像
を
掲
示
す
る
予
定
で
あ
る
。 

※0
2

：
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
本 

h
ttp

s:/
/
b
it.ly

/
2
k
p
lR

W
2

、
岐
阜
大
学

図
書
館
所
蔵
本 

h
ttp

s:/
/
b
it.ly/

2
k
6
G

l5
z 

他
に
文
教
大
学
越
谷
図
書
館
所
蔵
本
「
菱
屋
孫
兵
衛, 

文
政
元[1

8
1
8
]

」
が
あ
っ

た
が
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
結
果
、
や
は
り
篠
崎
小
竹
の
序
文(

天
保
三
年)

と
板
木
訂

正
が
施
さ
れ
て
お
り
、
後
版
と
判
明
し
て
い
る
。  

 
 

 
 

 
h
ttp

s:/
/
ci.n

ii.ac.jp
/
n
cid

/
B

A
7
3
8
6
9
1
2
1
 

※0
3

：
版
元
は
五
つ
列
記
さ
れ
て
い
る
。(

須
原
屋
茂
兵
衛
〈
江
戸
日
本
橋
〉,

河
内

屋
喜
兵
衛
〈
浪
華
心
斎
橋
〉,

河
内
屋
和
助
〈
浪
華
心
斎
橋
〉,

河
内
屋
茂
兵
衛

〈
浪
華
心
斎
橋
〉,

河
内
屋
徳
兵
衛
〈
浪
華
心
斎
橋
〉) 

※0
4

：
国
文
学
研
究
資
料
館

h
ttp

s:/
/
b
it.ly

/
2
k
b
G

6
9
y

 
 

同(

鵜
飼
文

庫)h
ttp

s:/
/
b
it.ly

/
2
lC

X
p
A

L

ほ
か
、
数
館
の
所
蔵
本
の
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い

る
。
版
元
は
六
つ
列
記
さ
れ
て
い
る
。(

菱
屋
孫
兵
衞
〈
京
都
御
幸
町
〉
，
米
屋
兵

介
〈
藝
州
廣
嶋
〉
，
河
内
屋
喜
兵
衞
〈
大
阪
心
斎
橋
〉
，
河
内
屋
儀
助
〈
大
阪
心
斎

橋
〉
，
河
内
屋
茂
兵
衞
〈
大
阪
心
斎
橋
〉
，
河
内
屋
徳
兵
衞
〈
大
阪
心
斎
橋
〉) 

※0
5

：「
諸
本
」
の
な
か
で
内
閣
文
庫
本(

国
立
公
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開)

が「
初
印
本
か
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 h

ttp
s:/

/
b
it.ly/

2
k
s6

7
l4
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※0
6

：「
紫
色
䵷
声
」
故
事
に
つ
い
て
。 

「
紫
色
䵷
声
、
餘
分
閏
位
は
聖
王
駆
除
す
る
と
云
爾
。
」(『
漢
書
』
王
莽
傳
贊) 

 
 

 
 

 
h
ttp

s:/
/
w

w
w

.itsfu
n
.co

m
.tw

/

紫
色
蛙
聲/

w
ik

i-
1
4
6
3
1
9
5
 

※0
7

：
後
藤
松
陰
の
評
註
を
追
加
し
た
明
治
十
六
年
刊
『
評
註
山
陽
詩
鈔
』
。 

 
 

 
 

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
本
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。 

h
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h
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u
n
k
o
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b
u
n
k
o
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1
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5
/
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d
e
x.h
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l 

※0
8

：「
漢
詩
の
た
め
の
押
韻
平
仄
チ
ェ
ッ
ク
ツ
ー
ル
」 

 
h
ttp

s:/
/
jige

n
.n

et/
k
an

si/
 

※0
9

：「
四
季
コ
ギ
ト
詩
集
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
て
公
開
。 

 
h
ttp

s:/
/
co

g
ito

.jp
.n

et/
k
an

sh
i/

se
ig

an
/
K

in
se

iM
e
ik

aS
h
ish

o
.h

tm
l 

 

○
資
料
訓
読
に
あ
た
っ
て
は
、
徳
田
武
先
生
、
河
井
昭
乃
先
生
よ
り
多
大
な
御
教
示

に
与
り
ま
し
た
。
茲
に
あ
ら
た
め
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 


